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床 : タイルカーペット張床 : 人工芝張
　リニューアルプロジェクト２年目は、学生ホール棟２階の
リノベーションを手掛けた。ここは基本的に朝から夜まで自
由に学生が利用できる唯一の場所である。授業のない時に談
話する場所としての利用やお昼にはお弁当を食べる場所とし
ても利用できる。売店もあり学生には最も身近な場所かもし
れない。
　しかし1階学食と同じくやはり改修前の状態は機能的では
あるが寂しく暗いイメージがあり、せっかくの自由な場所も
楽しいイメージとは遠い存在であった。
　これら現在の問題点を抽出しどう変えていくかを学生達と
話し合うことから始まった。「くつろいだ温かいイメージを出
したい」「ブルックリンにあるカフェのようなイメージ」「屋
外キャンプの明るさがほしい」など様々な意見が出たため、
テーブルエリアとソファエリアでイメージを変えながら全体
をひとつにまとめていくこととなった。
　また以前の家具レイアウトはテーブルがひしめき合う通路
も取れないほど狭い状態であったが、売店側壁面への作品棚
設置を前提としたゆったりしたテーブル配置に変え、奥の電
子レンジへの動線確保を行った。ソファエリア奥には裸足で
床に座る芝生ひろばを提案。グランピングのようにゆったり
寝転がるエリアはのびのびと楽しく利用できると考えた。
　施工は夏休みを中心に、学生１０名ほどでほぼ毎日の作業。
棚の製作や床カーペットの張替など学生には初めての作業が
多く大変だったと思うが、作業した学生達自身が喜んで使い
たいと話しているのでしっかり管理して綺麗に使ってくれる
と思う。コーヒーの香る豊かなコミュニケーションの場にな
ることを願っている。
（溝口周子）
●学生ホール２階　＜ラウンジリニューアル＞
ソファエリア 芝生ひろば
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　ロゴマークの完成後、学生ホール1Fの壁面イラストレー
ションに取り掛かる。大きく3面に描くスペースがあり、それ
らをどう活かすかメンバーでディスカッションを重ねる。
その中で、実りある大学生活4年間になぞらえたコンセプトで
進めることとなった。
　学生ホールの南側には大きなガラス張りの壁面があり、そ
こから見える芝生の向こうから心地の良いそよ風に乗って運
ばれてくる種子を「入学してくる1年生」ととらえ、西の壁面
では種子が成長していく様子を描き、北の面には新しい才能
を育む実り豊かなこのキャンパスで、大きく成長した新鮮な
食べ物を収穫し、この学食で皆で調理し美味しくいただく。こ
の学生ホールのネーミング“Recolte  Kitchen”にふさわしい
コンセプトを生み出すことができた。
　アイデアが決まってから特にイラストレーションが得意な
学生を中心に一気にまとめ上げる。
授業が終わってから夜遅くまで力を合わせ、交代しながら壁
面にチョークやポスターカラーで描いていく。下書きをプロ
ジェクターで投影、極力時間のかからない方法で進めていき、
まさに＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を彩る
にふさわしい作品に仕上げることができた。
　在学生やこれから入学する学生だけでなく、卒業生や保護
者の方にも見ていただける作品を残せた事に、とても素晴ら
しい経験ができたのではないかと思う。
（足立ゆうじ）
●学生ホール1階　＜壁面イラストレーション＞
学生ホール北側のイラストレーション
学生ホール西側のイラストレーション1 学生ホール西側のイラストレーション2 壁面制作の様子
●学生ホール1階　＜ロゴマークデザイン＞
ロゴデザインのミーティング
ロゴデザインのラフスケッチ 壁面に制作したロゴマークとイラストレーション
　リニューアルプロジェクト後半よりロゴマークのデザイン
が始まる。夏休みのミーティングで新しい学生ホールを象徴
するネーミングが“Recolte  Kitchen”に決まり、その名にふさ
わしいロゴマークについてイラストレーションデザインコー
スの学生7名がミーティングを積み重ねていった。
＜ ナチュラルでくつろぎのあるインテリア ＞を表現できる
ロゴデザインとは何か。まずは世の中にある同じ方向性と考
えられるデザインのリサーチから始める。
　ネーミング決定後の夏休み後半よりじっくりと情報収集を
行い、メンバーとの情報共有をこまめに行い目指す方向にブ
レがないか都度確認をしていく。
　後期が始まってからは週一回のミーティングを通しラフス
ケッチを進めていく。ひとり数案のアイデアを出し合い、その
中から的確にコンセプトを表現しているアイデアを選び1点
に絞っていく。クオリティを高めるべくさらに全員でデザイ
ン案を深めていく。最終的には100案を超えるロゴデザイン
のアイデアが生み出されていった。
（足立ゆうじ）
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